
 

平成 30 年度 事業報告 
 

1）公益財団法人名古屋国際センターの概要 

 

１ 設立年月日 

  昭和 59年 8月 1日 

 

２ 定款に定める目的 

  名古屋を中心とした地域の歴史、文化、その他の特性を生かして、市民の国際理解及び多 

 文化共生を推進する事業を行うことにより、市民レベルの相互理解に基づく多文化共生社会 

 の形成を促進し、誰もが共に豊かに安心して暮らせる社会の実現に努め、もって普遍的な国 

 際平和に寄与することを目的とする。 

 

３ 定款に定める事業内容 

 （１）公益目的事業 

   ア 市民に対して外国に関する情報等を提供するとともに、外国人等からの生活全般に 

    関する相談に応じる事業 

   イ 語学や多文化共生等に関する講座、研修会等を開催する事業 

   ウ 地域の国際化の推進に取り組む団体等との協働により講座等を開催するとともに、 

    その活動を支援する事業 

   エ 地域に暮らす外国人と市民との相互理解を図るイベント等を行う事業 

   オ 留学生に対する宿舎の提供、相談等の支援を行うとともに、留学生と市民との交流 

    を図る事業 

   カ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 （２）公益目的事業の推進に資するための事業 

   ア 名古屋国際センター等の国際交流施設の管理及び運営 

   イ その他公益目的事業を推進するために必要な事業 

 

４ 主たる事務所 

  愛知県名古屋市中村区那古野一丁目 47番 1号 

 

 

 

 

 

 



 

2）平成30年度事業報告書 

 

(公財)名古屋国際センター（以下「センター」という。）は、名古屋を中心とした市民レベル

の国際交流及び国際協力を行うことにより、相互理解に基づく多文化共生社会の形成を促進し、

誰もが共に豊かに安心して暮らせる社会の実現を目指し、各種事業を実施した。 

事業の実施にあたっては、平成29年度から平成33年度までの計画である「第2次名古屋市多文

化共生推進プラン」を踏まえて行った。 

 

Ⅰ 指定管理事業 

 

 国際化推進事業  

 

１ 情報収集提供事業 

（１）情報サービスコーナーの運営 

情報カウンターでは、日本人に対しては海外の生活、国際交流・協力に関する情報を、

外国人に対しては住まい、病院、語学学習、出入国関係、交通･観光等生活に欠かせな

い情報を多言語及び「やさしい日本語」で提供した（日本語、英語はじめ 9言語）。 

平成 30 年度からは、従来の対応言語に加え、新たにネパール語での対応を開始する

とともに、ベトナム語対応日を拡大した。また、身近な行政窓口である区役所・支所と

センターをつなぐタブレット端末によるテレビ電話通訳を実施した。さらに「多文化共

生のまちづくり相談窓口」を新たに設置し、必要な情報提供及び助言等を行った。 

情報サービスコーナーへの入館者数は 15,955名、問い合わせ件数は 12,596件。テレ

ビ電話通訳の実施件数は 273件。 

 

（２）ライブラリーの運営 

ア 資料室の運営 

27,945冊の海外紹介図書、絵本、国際理解・国際協力及び多文化共生に関する図書、

日本語教材、日本紹介図書等を配架し、閲覧・貸し出しを行うとともに、海外の新聞、

雑誌等を配架した。その他、海外紹介、日本紹介、国際理解、日本語学習のための視

聴覚資料を収集し、視聴の機会を提供するとともに、個人や学校等の団体への貸し出

しを行った。 

ライブラリーへの入館者数は 25,073名、図書貸出冊数は 9,109冊、CD・DVD貸出点

数は 709点。 

 

  



 

イ 親子絵本コーナーの運営 

絵本を通じて海外の文化に触れるとともに、外国人児童の母語保持・習得に役立て

るため、海外の絵本を親子で読み聞かせることができるコーナーを設置し、4,507 冊

の日本及び海外の絵本を配架した。 

また、地域の外国人の子ども支援団体等と協働して、コーナーの絵本を活用した特

別イベント「絵本のひろば」にて、「絵本の展示と読書スペースの提供」、「外国語の

絵本の読み聞かせ」、「映画上映」を実施した。 

 

開 催 日 2018年8月4日・5日 

参 加 者 数 407名 

主 催 「絵本のひろば」実行委員会（構成団体：愛知外国につながる母語支

援プロジェクト、コリアンネットあいち、東海外国人生活サポートセ

ンター、トライシクル・プロジェクト、名古屋YWCAガリ勉クラブ、ま

なびや＠KYUBAN）、（公財）名古屋国際センター 

 

ウ 外国語で楽しむ絵本の会 

外国語での絵本の読み聞かせを通して、外国文化に触れる機会を提供するほか、外

国人ボランティアの出身国の紹介、歌や簡単な遊びを行った。また、当ライブラリー

のみならず市内の図書館に出向いて当事業を実施し、広くセンターの PRに努めた。 

対応言語は、英語、スペイン語、中国語、ポルトガル語等（日本人ボランティアに

よる日本語通訳付き）。 

開 催 日 名古屋国際センター：2018年4月～2019年3月 原則、第2・4日曜日 

中村図書館：2018年6月16日、9月1日、11月3日、2019年3月2日 

南 図書館：2018年10月6日 

中川図書館：2018年11月10日 

参 加 者 数 延べ521名 

 

エ ライブラリー特別企画 

小・中学校の夏休み及び冬休み期間中に、子どもたちを対象にライブラリーの図書

や「子どもニック・ニュース」を活用し、異文化への関心を深めてもらうことを目的

にクイズラリーを実施した。 

開 催 日 ①夏休みクイズラリー：2018年8月1日～8月31日 

②冬休みクイズラリー：2018年12月13日～2019年2月2日 

参 加 者 数 ① 延べ228名 ②延べ235名 

 

オ 本のリサイクルバザー 

古くなったペーパーバックや海外雑誌等を市民に提供するバザーを実施した。収益

は国際協力等に役立てたほか、新たな図書の購入に充当し、利用者サービスの向上を

図った。約8,000冊の図書（洋書・和書）、雑誌、世界の教科書等を出品し、収益の

半額を世界寺子屋運動名古屋実行委員会に寄付した。 

開 催 日 2018年6月3日 

参 加 者 数 379名（日本人241名、外国人138名） 

 

  



 

カ 交流スペースの開設・運営 

国際交流・協力、多文化共生等の分野で活動する団体や、若者グループが、打ち合

わせや情報交換、イベント等に利用できる「交流スペース」を2018年8月に開設し、

活動の場を提供した。 

利 用 者 延べ949名 

利 用 件 数 89件 

登録団体数 20団体 

 

（３）社会見学の受入れ 

小学生から社会人まで幅広く施設見学を受け入れ、当センターの事業を紹介すると

ともに、多文化共生や国際理解・協力への理解を深めるためのきっかけづくりを行っ

た。 

開 催 日 2018年4月1日～2019年3月31日(休館日を除く) 

参 加 者 数 228名 

件 数 26件 

 

（４）留学ガイダンス（共催事業） 

ア これから海外留学を考える方へ［体験談・奨学金情報説明会］ 

海外留学の基礎知識や奨学金に関するセミナー、留学経験者による座談会を実施

した。 

開 催 日 2018年5月19日 

参 加 者 数 57名 

主 催 （独）日本学生支援機構 

 

イ アメリカ留学フェア 

アメリカの高等教育機関が、留学希望者と面接を行うほか、奨学金や英語テスト

等に関する説明を行った。また、カナダ大使館が同会場にてカナダ留学説明会を実

施した。 

開 催 日 2018年7月22日 

参 加 者 数 205名 

主 催 在名古屋米国領事館 

 

（５）行政文書翻訳 

名古屋市からの依頼により、各種案内文や申請用紙等の翻訳を行った。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、

ベトナム語、ネパール語。 

件 数 173件 

 

２ 相談事業 

（１）海外児童生徒教育相談 

家族の海外勤務による出国・帰国時の編入学等に関する相談や日本に在住する外国

人児童・生徒の教育に係る相談に、関係機関・団体等との連携のもと対応した。対応

言語は、日本語、英語等。 

開 催 日 毎週水・金・日曜日 午前10時～12時、午後1時～5時 

件 数 356件（244名） 



 

 

（２）外国人行政相談 

市政等の行政に関する問題について、相談員や専門家(行政書士)が相談や情報提供

で対応した。また、区役所において日本語に不案内な外国人に対して、トリオホン(3

者通話システム)、テレビ電話により通訳サービスを行った。 

対応言語は、日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィ

リピノ語、ベトナム語、ネパール語。 

件 数 行政相談1,170件 

 

（３）外国人無料法律相談 

愛知県弁護士会の協力により、結婚・離婚、在留資格や労働問題等、日本で生活す

る上で生じる法律上の問題について、専門家（弁護士）が無料で相談に応じた。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語。 

開 催 日 毎週土曜日 午前10時～12時30分 

件 数 194件（162名） 

 

（４）外国人のための税理士による無料税務相談 

名古屋税理士会との共催により、確定申告書の書き方のほか税金に関する全般の相

談に対し、通訳ボランティアを介して、専門家(税理士)が個別に対応した。 

開 催 日 2019年2月9日･16日･17日･23日･24日、3月2日･3日 

件 数 56件（51名、22か国） 

 

（５）外国人こころの相談 

外国人が日本の生活で抱く不安や悩み等を解消するため、母国で資格、経験のある

相談員が通訳を介さずに相談に応じた。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語（相談時間は50分、一人年5

回まで）。 

件 数 479件（211名） 

 

（６）ピアサポートサロン 

外国人保護者が孤独や孤立感を感じ精神的に不安定になることを未然に防ぐため、

こころの相談でニーズの多い「子どもの発達」をテーマに、悩みの共有や情報交換、

仲間づくりの場として、サロンを 4 回実施した。また、保育や療育の専門家が子ども

への接し方や利用できるサービスについての相談に対応した。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語等。 

開 催 日 2018年11月24日、12月1日・8日、2019年1月20日 

参 加 者 数 延べ37名 

 

（７）外国人健康相談会 

（特活）外国人医療センターとの共催により、外国人が健康について気軽に相談で

きる相談会を年 2回実施した。 

開 催 日 2018年5月27日、2019年1月20日 

参 加 者 数 延べ65名 

 

  



 

（８）外国人の「心」と「からだ」健康相談会 

外国人住民が健康に安心して暮らせるように病気の早期発見や予防、制度の周知啓

発等、「健康・福祉・保健」について総合的に対応できるワンストップ型の相談会を関

係専門機関と連携して実施した。 

対応言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピノ語、ベトナム

語等。 

開 催 日 2019年1月20日 

参加者数 58名 

 

（９）難民相談 

(公財)アジア福祉教育財団難民事業本部との共催で、インドシナ難民定住者、条約

難民及び難民認定申請者等のための生活相談、保護措置等に関する相談に応じた。 

対応言語は、英語等。 

開 催 日 毎週木曜日（事前予約制） 

参 加 者 数 120名（208件） 

 

（10）外国人の子どもと保護者のための進路ガイダンス 

外国人の子どもと保護者を対象に、中学卒業後の進路についての情報提供及び相談

に対応するガイダンスを教育関係機関等の協力を得て実施した。日本の教育制度に関

する説明や、高校生・大学生による体験発表、高等学校・専門学校・教育委員会等に

よる個別相談会を実施した。 

当日の資料及び通訳は 6 言語（英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリ

ピノ語、ネパール語）で対応。 

開 催 日 2018年7月29日 

参 加 者 数 134名（定員80名） 

 

（11）外国人生活相談出張サービス 

中保健センター主催の外国人家族の子育て教室「マミーズサロン中区」において、

国際センターの事業紹介及び個別相談を実施した。 

開 催 日 2018年5月28日、7月2日、9月3日、11月5日、2019年3月4日 

参 加 者 数 延べ65名 

会 場 中保健センター 

 

（12）相談事業における関係機関との連携 

①全国の主要な海外子女教育相談機関を招いて、センターの海外児童生徒教育相談に

ついて紹介するほか、名古屋地域の相談傾向について報告、情報共有した。 

②名古屋市内の日本語教育機関等を招いて、保健衛生、ごみ分別、年金制度等の留学

生に必要な情報の提供とセンターの相談事業を始めとするサービスの紹介、情報提供

及び意見交換会を実施した。 

開 催 日 ①2018年11月16日 ②2019年1月11日 

参 加 者 数 ①8名 ②34名 

 

  



 

３ 広報出版事業 

（１）「ニック・ニュース」の発行 

センターの活動紹介と国際交流・協力、多文化共生に関する情報提供のため、広報

誌「ニック・ニュース」を隔月で各 10,000部発行した。 

 

（２）子ども版「ニック・ニュース」の発行 

地球市民意識を子どものころから養うため、日々の暮らしと世界とのつながりを考

える事例や国際協力・多文化共生のヒント等を取り上げる子ども版「ニック・ニュー

ス」を年 2回、各 68,500部発行した。 

テーマ：夏号「のぞいてみよう！わたしたちのまち」 

冬号「のぞいてみよう！わたしのくらしのうらがわ」 

 

（３）「ナゴヤ・カレンダー」英語版・中国語版の発行 

来名・在住外国人を対象に、センターの事業のほか生活・行政情報や観光情報等を

紹介する月刊情報誌「ナゴヤ・カレンダー」を英語（紙版6,000部・デジタル版）と中

国語（デジタル版）で毎月発行した。 

 

（４）「名古屋生活ガイド」の発行 

生活にかかる基本情報や各種手続きの窓口・相談先等を掲載した冊子「名古屋生活

ガイド」を 11,000 部制作し、外国人転入者向けウェルカムキットに同封・配布すると

ともに NICホームページに掲載した。制作言語は、英語、ポルトガル語、スペイン語、

中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、ネパール語、ルビ付き日本語。 

 

（５）ホームページ等による情報発信 

センターの事業紹介、生活関連情報、イベント情報、市政情報等を日本語のほか多

言語でホームページに掲載し、広く発信した。対応言語は、日本語、英語、ポルトガ

ル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、ネパール語。 

また、フェイスブックやツイッター等のソーシャルメディアを活用し、幅広い利用

者への情報発信を行った。大型台風直撃の際には、名古屋市内の避難情報をホームペ

ージに掲載するとともに、フェイスブックでもやさしい日本語を含む 9 言語で発信し

た。対応言語は、フェイスブックが日本語、英語。ツイッターが日本語、英語、ポル

トガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語。 

また、検索機能の向上や情報にアクセスしやすいデザイン等、ホームページのリニ

ューアルを実施した。 

 

（６）メールマガジンの配信 

外国人に対しては、災害情報等緊急性・即時性の高い情報やイベント情報等を、日

本人に対しては、国際交流イベントや国際理解・国際協力に関する情報等を掲載した

メールマガジンを毎月発行し、センターのPRに努めた。 

配信件数は44,270件。対応言語は、日本語、英語、中国語、ポルトガル語。 

 

  



 

４ 研修事業 

（１）日本語学習支援活動者向け研修 

ア 日本語ボランティアシンポジウム 

東海日本語ネットワーク(TNN)との共催で、外国人への日本語学習支援活動の充実

を目指して、地域で活動する日本語教室の情報交換と連携を図るシンポジウムを実施

した。 

＜交流会＞東海地域の日本語教室の活動紹介 

＜基調講演＞「『日本語教育の推進』を考える ―理念、方法、意義―」 

講師：石井 恵理子 氏（東京女子大学教授 日本語教育学会会長） 

＜パネルトーク＞「日本語教育で今おきていること」 

コーディネーター：伊藤 クリスティーナ 氏（ブリエイジア合同会社 代表） 

登壇者：伊東 浄江 氏（NPO法人トルシーダ 代表） 

山本 剛 氏（刈谷市国際交流協会「刈谷日本語教室」代表） 

喜屋武 勇 氏・早野 実花 氏（四日市市多文化共生モデル地区担当コ

ーディネーター） 

開 催 日 2018年12月1日 

参 加 者 数 215名（定員200名） 

 

イ 日本語ボランティア研修 

東海日本語ネットワーク(TNN)との共催で、日本語学習支援者や多文化共生の担い

手の育成を目的に、日本語教授法や教室運営の方法、在住外国人の現状や課題等、「開

かれた地域社会をめざして」をテーマに、研修を実施した。 

第1回 「日本語教室をのぞいてみると―見えるもの、気づくこと―」 

第2回 「技能実習生の日本語教育―日本語ボランティアにできることー」 

第3回 「交流会『知恵を借りよう！隣の日本語教室から』」 

第4回 「『日本語教育への道しるべ』にこめた思い―地域活動に関するトピック 

    を中心に―」 

第5回 「聴覚障害者の日本語教室」 

第6回 「わが盲想」 

第7回 「『となりの外国人とのおつきあい』への道―外国人女性支援団体の取り 

    組み」 

第8回 「学習者と地域をつなげるための日本語学習支援―『いっぽにほんご 

    さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級３』の構成と特長から―」 

第9回 「『あいちの働く外国人白書』から考える課題と展望～外国人雇用120万 

    時代に求められることは何か～」 

開 催 日 2018年4月14日、5月12日、6月9日、7月14日、9月8日、10月13日、 

2019年1月12日、2月9日、3月9日 

参 加 者 数 延べ436名 

 

  



 

（２）地域の国際化セミナー2019 

外国人を含む市民一人ひとりが担い手となる多様性を活かした地域づくりについ

て、市民の理解を促進するセミナーを実施した。「『対話』からコミュニティデザイン

を考える」をテーマに、外国人市民と日本人市民が共に暮らす地域で何ができるのか、

その可能性を考えた。 

＜基調講演＞「わかりあえないことから出発するコミュニケーションとは」 

講師：平田 オリザ 氏（劇作家・演出家） 

＜パネルディスカッション＞「対話でつくる地域コミュニティの実践」 

パネリスト：奥村 大蔵 氏（昭和未来会議） 

マウン ミョウ ゾー 氏（  〃  ） 

村山 グスタボ 氏（Man to Man （株）） 

チェ ソンジャ 氏（comm cafe） 

開 催 日 2019年2月17日 

参 加 者 数 180名（定員150名） 

 

５ 国際交流・国際協力事業 

（１）NIC地球市民教室の運営 

ア NIC地球市民教室「異文化理解コース」 

（ア）講師派遣及び講座の実施 

地域の国際化の重要な担い手である在住外国人を講師として登録し、学校や地域

の非営利団体等からの依頼を受け、母国の文化や日本での生活の様子等を伝える講

座を実施した。 

件 数 166件（284名） 

 

（イ）講師の新規登録及び研修 

①新規登録講師を公募し、登録を行った。また、新規登録者を対象に研修を行い、先

輩講師のプレゼンテーションを学んだ。 

②全登録講師に対して、効果的なプレゼンテーションの方法、参加型学習の取り入れ

方等を学ぶ研修を実施した。 

開 催 日 ①講師の登録：2018年4月21日、9月22日、2019年3月6日 

②スキルアップ研修：2018年7月21日、11月4日 

参 加 者 数 ①26名 ②33名 

登 録 人 数 105名（39か国1地域） 

 

イ NIC地球市民教室「チャレンジコース」 

地球や地域の課題を身近な課題としてとらえ、その解決に向けて行動する力を育む

ことを目的に、「多文化共生」や「識字教育」などをテーマとした講座やワークショ

ップを大学・高校で実施した。 

件 数 7件（7名） 

 

  



 

ウ 発見！体験！地球市民キャンパス 

NIC地球市民教室を活用し、若者を対象に、地球や地域の課題を学び、自分ができ

ることを考える参加型のモデル授業を行った。また、授業を公開し、教育現場や地域

におけるNIC地球市民教室を活用した国際理解教育の普及を図った。 

「国際移住者」、「教育」、「難民」の3つのテーマ学習に分かれ、ワークショップや

映像を通して世界が抱える課題を知り、自分たちの暮らしとのつながり、問題解決の

ために何ができるかを考える講座を実施した。 

開 催 日 2018年8月29日 

参 加 者 数 27名（定員50名） 

 

（２）名古屋市の姉妹友好都市との周年に併せた事業 

「名古屋・南京友好都市提携40周年記念事業～你
ニイ

好
ハオ

！NICで中国カルチャー体験～」

南京および中国について、講演及び文化イベント（伝統楽器の演奏、中国の切り絵、

伝統衣装等）を通じて理解を深めた。 

開 催 日 2018年10月14日 

参 加 者 数 55名（定員50名） 

 

（３）グローバル人材育成事業 

ア グローバルユースフォーラム 

若者が世界に視野を広げ、多様性を尊重する「グローバル人材」への関心を高める

ことにより、将来のキャリアプランを描き、行動に移すためのきっかけをつくるフォ

ーラムを実施した。 

＜講演＞ 

 講師：白木 夏子 氏（ジュエリーブランド HASUNA Founder＆CEO） 

グローバル人材を目指す若者のロールモデルとなる講師の学生時代・起業から現

在に至るまでの経緯について、お話しいただいた。 

＜パネルディスカッション＞ 

NIC Global Youth Awardの受賞3団体が活動発表とパネルディスカッションを行

った。 

開 催 日 2018年8月19日 

参 加 者 数 97名（定員100名） 

発 表 団 体 ・愛知商業高校ユネスコクラブ 

・金城学院大学 佐藤奈穂ゼミ DIAGIRL～親愛なる、すべての 

女のコたちへ～ 

・岐阜工業高校化学研究部 

 

イ グローバル人材育成研修 

「グローバル人材」として必要な3つの力（共感力、思考力、行動力）を養う研修

を実施した。 

①入門編 

 講師：下澤 嶽 氏（静岡文化芸術大学 教授） 

講演やワークショップを通して、異文化接触や、グローバルに活動するというこ

と、参加者が明日から取り組めることを考えた。 

 



 

②実践編 

講師：中島 康滋 氏（イノべーションファクトリー株式会社 代表取締役） 

課題の分析からプロジェクト計画立案までのプロセスを学ぶケーススタディや

自らの原体験を軸に、関心のある社会課題を解決するためのプランを描くワークシ

ョップを行った。 

開 催 日 ①2018年9月29日 ②2018年12月2日・8日 

参 加 者 数 ①29名（定員60名） ②24名（定員25名） 

 

ウ グローバルユースカフェ 

若者が多様な人材と出会い、共に地球や地域の課題に対する関り方や自身のキャリ

ア形成について考える交流会を、キックオフミーティング（2018年4月19日開催）を

経て、ライブラリー「交流スペース」で3回実施した。 

第1回 TRUNK COFFEE オーナー YASUO SUZUKI 

第2回 アフガニスタンの現状と識字教育支援 

第3回 人生を変える旅、踏み出そう！世界への一歩 

開 催 日 2018年8月22日、10月17日、2019年1月16日 

参 加 者 数 延べ57名 

 

（４）グローバル人材育成アドバイザーの登録・活用 

若年層の人材育成・支援をより効果的に実施するため、「グローバル人材育成研修」

の講師として下記の2名を登録した。 

辰野まどか 氏（（一社）グローバル教育推進プロジェクト 代表理事） 

中島 康滋 氏（イノベーションファクトリー（株） 代表取締役） 

 

６ ボランティア制度の運営等 

（１）ボランティア制度の管理運営 (注)※のボランティアは自主事業に従事 

延べ 809 名が登録し、日本語指導、子どもサポート、ホームステイの受け入れ、情

報の収集提供、通訳・翻訳、文化紹介及び行事運営の協力等の活動を行った。 

ア 多文化共生ボランティア 

（ア）NIC日本語の会ボランティア 

「第81回～83回NIC日本語の会」を開講し、延べ2,883名の外国人に日本語指導や

日本文化の紹介を行った。 

 

（イ）情報サービスコーナーボランティア 

Ａ）情報カウンターボランティア 

情報カウンター窓口対応や、情報収集・資料作成等を行い外国人の日常生活を

サポートした。 

 

Ｂ）NIC OUT & ABOUT“発見！名古屋”ボランティア 

日本や名古屋地域の文化について、やさしい日本語と英語で紹介・解説し、ホ

ームページ上で提供した。 

 

Ｃ）NIC WALKING GUIDESボランティア 

名古屋地域の観光情報を英語等で紹介するガイドブックを作成し、ウォーキン

グツアーを春（9か国27名）と秋（11か国25名）の2回実施した。 



 

（ウ）ライブラリーボランティア 

Ａ）ライブラリーボランティア 

図書・資料の整理や配架を行った。また、年 1回開催する「本のリサイクルバ

ザー」の運営を行った。 

 

Ｂ）絵本の会ボランティア 

「外国語で楽しむ絵本の会」の企画、運営を行うとともに、ホームページで絵

本の紹介を行った。 

 

（エ）ひらがなしんぶんボランティア 

外国人に身近な情報を分かりやすいふりがなつきの日本語で紹介する「なごやひ

らがなしんぶん」第120～123号を発行した。 

 

（オ）NIC子ども日本語教室ボランティア 

Ａ）NIC子ども日本語教室ボランティア 

日本語を母語としない6歳から15歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学

習に必要な日本語を指導した。5月から7月、9月から11月にかけて、毎週日曜日

に教室を開催し、小学校低学年グループ、小学校高学年グループ、中学生グルー

プの3グループに分かれて活動を行った。 

 

Ｂ）NIC子ども日本語教室（夏休み）ボランティア 

日本語を母語としない6歳から15歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学

習に必要な日本語の学習支援を行う教室を夏休み期間中に開催し、大学生等の若

者を中心としたボランティアが日本語指導を行った。 

 

（カ）高校生向け学習・キャリア支援教室ボランティア 

高校在学中あるいは高校進学を目指す義務教育年齢を超えた外国人生徒を対象

に、日本語や日本語を基盤とする学習を 1 月から 3 月にかけて支援した。教員経験

者や日本語教師、大学生等のボランティアが外国人高校生及び義務教育年齢を超え

た外国人生徒の指導を行った。 

 

（キ）語学ボランティア 

外国人住民が言葉のサポートを必要とする生活場面や国際交流イベントにおける

通訳、手紙や資料の翻訳を行った。通訳、翻訳等延べ 120名(通訳 96名、翻訳 24名)

が活動した。 

 

（ク）災害語学ボランティア 

外国人防災啓発事業において外国人参加者の通訳として活動した。 

 

※（ケ）留学生サポートボランティア 

国際留学生会館在住の留学生を主な対象に、市民との交流のサポートや日本語指

導等を行った。 

 

  



 

（コ）やさしい日本語ボランティア 

生活情報を「やさしい日本語」に置き換えると共に、ボランティアが作成した防

災用語を啓発するための「やさしい日本語」防災カルタ等を活用して、地域のイベ

ントで普及活動を行った。 

 

（サ）ピアサポートボランティア 

日本社会の制度や習慣、生活ルール等に精通した在住外国人ボランティアが、サ

ポートを必要とする同国人等に必要な情報を提供し、アドバイスを行った。 

 

イ 異文化理解ボランティア 

（ア）ホームステイボランティア 

名古屋と近隣地域でホームステイの受け入れを行う17団体とともにネットワーク

組織「名古屋ホームステイボランティアセンター」を運営し、ホームステイを通し

て市民レベルの国際交流及び異文化間の相互理解を推進した。 

1,440家庭が登録し、延べ273家庭で、341名の外国人を受け入れた。 

 

（イ）事業サポートボランティア 

センターの主催または共催イベントである「NICまるかるタウンナビ」「第33回外

国人芸術作品展」等において、受付、プログラム進行のサポート等を行った。 

 

ウ 国際協力ボランティア 

※（ア）世界寺子屋運動ボランティア 

“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会の活動に協力して、90,374枚の書き損じは

がきの整理を行うとともに、区民まつり等においてブース出展を行い、寺子屋クイ

ズの実施や書き損じはがきキャンペーンのPRを行った。 

 

（２）災害時外国人支援ボランティア研修 

ア 災害時外国人支援研修 

大規模災害の発生時に、センターとともに外国人被災者の支援を担うボランティア

や関係機関・団体職員を対象に、避難所等にて外国人市民と日本人市民が互いに困ら

ないために留意すべき点や配慮が必要な点を考えた。 

また、センターの「外国人防災救援計画」に基づいたシミュレーションを通して災

害時の災害語学ボランティアの基本的な活動の流れを確認した。 

開 催 日 2019年1月19日 

参 加 者 数 53名（定員50名） 

 

  



 

イ 災害語学ボランティア研修 

センター及び災害語学ボランティアの、災害時における役割や基本的な支援活動を

学ぶ研修会を実施した。 

①ベーシックコース 

災害語学ボランティアの役割や基本的な支援活動の流れについて確認した。 

②ステップアップコース 

「傾聴」、「やさしい日本語」の活用等災害時の活動に役立つ知識や技術を習得する研

修を実施した。 

開 催 日 ①2018年6月23日、2019年2月6日 

②2018年10月11日、11月23日 

参 加 者 数 28名（定員30名） 

 

ウ その他 

（ア）名古屋市防災担当主査会における災害時外国人支援体制の概要説明 

名古屋市防災危機管理局の職員および、各区総務課主査（防災）が集まる防災担

当主査会を名古屋国際センターで開催し、名古屋市の災害時外国人支援体制や災害

語学ボランティアの活動について周知を図った。 

開 催 日 2019年1月24日 

参 加 者 数 44名 

 

（イ）名古屋市多文化共生を進める団体交流会における災害時外国人支援体制の概要説明 

名古屋市主催「名古屋市多文化共生を進める団体交流会」の参加者に対し、名古

屋市の災害時外国人体制および災害語学ボランティアの活動について周知した。 

開 催 日 2019年3月20日 

参 加 者 数 22名 

 

（３）ボランティア研修 

登録ボランティアを対象に、センターの事業内容及び多文化共生について理解を深

め、活動の心構えや必要な基礎知識、留意点等を学ぶ研修を3回実施した。 

第1回「名古屋市の多文化共生と外国人市民を支えるボランティア」 

第2回「NIC“まるかるタウン”ナビ」 

第3回「やさしい日本語から考えるボランティア活動」 

開 催 日 2018年6月2日、8月5日、11月23日 

参 加 者 数 延べ54名（定員30名） 

 

  



 

７ 民間国際交流活動振興事業 

（１）国際交流協力・多文化共生協働事業（共催事業） 

ア フェアトレード講演会 

「第 3回 フェアトレード・タウン名古屋を動かす！元気な若者たちのスピーチ」 

高校生や大学生を中心とする11団体の若者が、日々の活動や今後の展望についてス

ピーチを行った。また、参加者がグループに分かれ、「なぜフェアトレードが必要な

のか？」を共に考えるワークショップを行った。 

開 催 日 2018年6月17日 

参 加 者 数 49名 

主 催 名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会（なふたうん） 

 

イ 第 1回あいち多文化共生タウンミーティング＠名古屋 

在住外国人のコミュニケーション支援活動を支える「日本語教室」のあり方を外国

人当事者と市民が共に考える講演・ワークショップを実施した。 

開 催 日 2018年7月7日 

参 加 者 数 34名 

会 場 あいち国際プラザ 

主 催 愛知県 

共 催 （公財）愛知県国際交流協会 

 

ウ JICA PARTNER 国際キャリアフォーラム in名古屋 

国際協力の分野での活躍を目指す人を対象に、多様な国際キャリアについて最新の

情報を提供するとともに、キャリア形成のヒントを見つけるフォーラムを実施した。 

開 催 日 2018年9月1日 

参 加 者 数 90名 

主 催 （独）国際協力機構 

 

エ 「外国人 SNS 利用状況調査報告会～愛知の外国人 1000人に聞きました～」 

多文化防災ネットワーク愛知・名古屋が自治体職員や外国人支援団体などに、同

団体が実施した外国人SNS利用状況調査をはじめ、防災啓発動画、災害時の情報発信

等を紹介した。 

開 催 日 2018年12月8日 

参 加 者 数 55名 

主 催 多文化防災ネットワーク愛知・名古屋 

後 援 愛知県 

 

オ 多文化共生フォーラム 2019 inあいち 

全国規模で活動する多文化共生関連3団体が連携や今後の多文化共生推進について

パネルディスカッションを行った。また、ポスターセッションにより全国の実践事例

報告を行った。 

開 催 日 2019年1月26日 

参 加 者 数 129名 

主 催 （特非）多文化共生マネージャー全国協議会 

共 催 （一財）自治体国際化協会 

 



 

（２）ライブラリーにおける団体資料の配架 

ライブラリーに全国の民間国際交流・国際協力団体が発行するニュースレターや事

業報告書を配架し、市民に各団体の活動への理解を促した。 

 

（３）活動の場の提供 

民間国際交流団体がミーティング等に使用できる活動の場を提供した。 

 

（４）事業の企画・実施支援 

地域のNGO/NPOやボランティア団体が実施する事業の企画・運営・広報において、助

言・協力を行った。 

 

８ 外国人市民の暮らしやすいまちづくり事業 

（１）多文化共生まちづくり事業 

ア ＜港区＞「みなと国際交流のつどい」 

港区役所、東海学区連絡協議会、九番団地で活動する日本語教室等地域の関係機

関・団体で構成する「みなと国際交流のつどい実行委員会」を設け、外国人住民と日

本人住民の「顔の見える関係づくり」を目的とした夏まつりを企画・実施した。 

開 催 日 2018年8月25日 

参 加 者 数 500名 

会 場 九番団地1号棟前広場及び集会所 

 

イ ＜緑区＞「みどり多文化交流会」 

緑区で多文化共生に取り組むボランティア団体をはじめ公的機関や地域の歴史・文

化を伝えるボランティア団体等と連携し、防災・防犯等の生活情報ブースや異文化交

流プログラム等の交流イベントを実施した。 

開 催 日 2019年3月24日 

参 加 者 数 266名 

会 場 名古屋市立南陵小学校体育館 

主 催 （公財）名古屋国際センター、みどり多文化共生ボラネット 

 

（２）外国人防災啓発事業 

ア 防災サロン 

（ア）「防災サロン＠NIC日本語の会」 

地震等災害について知識が十分でない外国人(NIC日本語の会申込者)を対象に、非

常持ち出し袋の紹介や非常食の試食等を通して平常時からの備えの大切さを学ぶ機

会を提供した。 

開 催 日 2018年9月9日 

参 加 者 数 94名 

 

  



 

（イ）「防災サロン」 

地震、災害についての知識が十分でない外国人を対象に、非常持ち出し袋や備蓄

品の紹介や非常食の紹介と試食、簡易トイレの紹介と体験、防災カルタ等について

やさしい日本語による防災講座をブース形式で行った。 

開 催 日 2019年1月6日 

参 加 者 数 116名 

協 力 なごや中村災害ボランティアネットワーク、栄東まちづくりの会 

 

イ 防災出前講座 

（ア）防災出前講座＠PSJ名古屋（名古屋市北区） 

フィリピン人コミュニティを対象に、災害時における自分の命の守り方や平時に

準備できる非常持ち出し袋について学ぶ講習を実施した。 

開 催 日 2018年4月8日 

参 加 者 数 183名 

会 場 城北橋教会 

 

（イ）防災出前講座＠みなみ文化日本語教室（名古屋市南区） 

地域の日本語教室の授業において、非常持ち出し袋の紹介や避難所の確認等を通

して防災・減災に役立つ講習をやさしい日本語で実施した。 

開 催 日 2018年8月31日 

参 加 者 数 24名 

会 場 名古屋市南生涯学習センター 

協 力 名古屋みなみ災害ボランティアネットワーク 

 

（ウ）防災出前講座＠いろは日本語の会（名古屋市中区） 

地域の日本語教室の授業において、防災クイズや非常持ち出し袋の紹介等を通し

て防災・減災に役立つ講習をやさしい日本語で実施した。 

開 催 日 2018年12月13日 

参 加 者 数 60名 

会 場 名古屋市市民活動推進センター 

 

ウ なごや市民総ぐるみ防災訓練への参加 

平成30年度「なごや市民総ぐるみ防災訓練」重点区である千種区の訓練に参加し、

災害語学ボランティアによる聞き取りシミュレーションや外国人住民への防災啓発

を行い、地域の防災関係者への外国人防災への意識向上を図った。 

開 催 日 2018年9月2日 

参 加 者 数 20名 

会 場 名古屋市立宮根小学校 

 

  



 

エ 防災フェスタ等への参加 

（ア）ワールド・コラボ・フェスタ 2018【再掲】 

「NICやさしい日本語防災カルタ」やクイズを通して、やさしい日本語への理解を

深める機会を設けた。 

開 催 日 2018年11月10日・11日 

参 加 者 数 303名 

会 場 オアシス21（名古屋市東区） 

 

 

（イ）あそぼうさい まなぼうさい 

名古屋市の外国人住民に関するクイズや「NICやさしい日本語防災カルタ」を通し

て、やさしい日本語とその有用性を周知した。 

開 催 日 2019年3月10日 

参 加 者 数 408名 

会 場 ヒルズウォーク徳重ガーデンズ（名古屋市緑区） 

 

（ウ）みどり多文化交流会【再掲】 

「NICやさしい日本語防災カルタ」を使用し、「やさしい日本語」の普及啓発を行

った。 

開 催 日 2019年3月24日 

参 加 者 数 36名 

会 場 名古屋市立南陵小学校体育館 

 

（３）NIC防災サポーター制度の運営 

センターの「外国人防災啓発事業」や地域の防災イベントで母語等による防災啓発

を行う「NIC防災サポーター」の登録説明会及び募集を行った。 

開 催 日 2019年2月3日 

 

（４）災害時外国人支援に備えた地域・広域における連携 

ア 東海北陸地域の地域国際化協会との連携 

（ア）「愛知県災害多言語支援センター」設置運営訓練 

愛知県と（公財）愛知県国際交流協会が大規模災害発生時に設置する「愛知県災

害多言語支援センター」の設置運営訓練の運営協力を行った。 

開 催 日 2018年8月26日 

主 催 愛知県、（公財）愛知県国際交流協会 

協 力 （公財）名古屋国際センター、（公財）豊田市国際交流協会、 

（公財）福井県国際交流協会 

 

（イ）「災害予防対策研修会」の実施 

東海北陸地域国際化協会連絡協議会主催の研修会において、災害時の外国人支援

活動に向けた研修会を実施した。 

①各協会の運営マニュアル・協定の確認等 

②緊急連絡及び支援要請連絡・回答シミュレーション訓練 

③派遣可能な協会職員・ボランティアの確認等 

開 催 日 ①2018年8月28日 ②2018年9月5日 ③2018年12月11日 



 

 

イ 災害ボランティア団体との協力 

（ア）なごや災害ボランティア連絡会への参加 

なごや災害ボランティア連絡会の構成団体として月例会に参加し、災害ボランテ

ィア団体をはじめとする期間・団体との平時からのネットワーク形成を行った。 

開 催 日 2018年4月～2019年3月（毎月原則第1木曜日） 

件 数 9回 

会 場 名古屋市市民活動推進センター 

 

（イ）「外国人 SNS 利用状況調査報告会～愛知の外国人 1000人に聞きました～」 

（共催事業）【再掲】 

 

（５）「NIC日本語の会」の運営 

名古屋及び周辺地域の在住外国人を対象に、基本的な日本語の習得と生活情報の提

供を目的とした講座をボランティアの協力により毎週日曜日に開講した。クラスは、

会話、漢字等11クラス。 

また、29年度に引き続き、今年度も学習者同士や学習者とボランティアの交流、生

活情報を伝える機会として「サポートサロン」を5回実施した（2018年5月27日・9月23

日・11月4日、2019年1月20日、3月10日）。 

開 催 日 第1期：2018年5月20日～7月29日（全11回） 

第2期：2018年9月16日～12月2日（全11回） 

第3期：2019年1月13日～3月24日（全10回） 

参 加 者 数 延べ4,076名 

 

（６）高校生向け学習・キャリア支援教室の運営 

高校在学中または高校進学を目指す外国人生徒を対象に、日常生活に必要な生活言

語に加え、教科学習に必要な学習言語を指導した。 

開 催 日 2019年1月13日～3月24日（毎週日曜日） 

（ただし、2月10日は休み） 

参 加 者 数 延べ58名 

 

（７）NIC子ども日本語教室 

ボランティアの運営協力のもと、各ターム10回程度の教室を開催した。教室では小

学校低学年グループ、小学校高学年グループ、中学生グループに分かれて学習を行っ

た。 

開 催 日 第 1期：2018年 5月 20日～7月 22日（毎週日曜日） 

第 2期：2018年 9月 16日～12月 2日（毎週日曜日） 

（9月 30日は台風のため中止。12月 2日に振替） 

第 3期：2019年 1月 13日～3月 24日（毎週日曜日） 

（2月 10日は休み） 

・夏休み子ども日本語教室：2018年 7月 25日～8月 29日（毎週 

 水曜日・日曜日）及び 8月 11日(土)（8月 12 日、15日は休み） 

参 加 者 数 延べ1,971名（定員 第1～3期60名、夏休み50名） 

 

  



 

（８）市内日本語教室との協働 

名古屋市内の日本語教室が、それぞれの現状や課題を共有し意見交換を行った。 

開 催 日 2018年6月9日、2019年2月13日 

参 加 者 数 25教室及び1団体 

 

（９）外国人児童・生徒サポーター研修 

外国人の子どもの支援に関心のある人または携わっている人を対象に、支援する際

の心構えや知識・スキルを講義やワークショップを通して学ぶ連続講座を実施した。 

①入門編：これからサポート活動を始める人、始めて間もない人を対象に、外国につ

ながる子どもたちやその保護者が置かれている状況を実践者の具体例から理

解した。 

②実践編：すでにサポート活動を行っている人を対象に、「外国人の子どもの教育に関

する制度と現状」、「キャリア形成へとつなげる取り組み」、「相互理解・共生

関係を築く取り組み」等をテーマに専門家や実践者を招き、知識を深めた。 

開 催 日 ①2018年6月10日・24日、7月8日（全3回） 

②2018年10月27日、11月24日、12月22日（全3回） 

参 加 者 数 ①41名（定員40名） ②44名（定員40名） 

 

（10）やさしい日本語普及啓発事業 

ア 「やさしい日本語」の研修 

（ア）外国人に伝える！伝わる！「やさしい日本語」入門講座 

講師：岩田 一成 氏（聖心女子大学文学部准教授） 

名古屋市職員を対象に、行政窓口で情報提供や地域の生活情報、災害時の緊急情

報等を外国人住民にわかりやすく伝え、円滑なコミュニケーションを図るための実

践的な研修を実施した。 

開 催 日 2018年8月16日・17日 

参 加 者 数 延べ169名 

 

（イ）やさしい日本語入門出前講座 

地域住民等を対象に、「やさしい日本語」の考え方や日常使用できる具体的な方法

を学び、在住外国人とのコミュニケーション能力の向上を図る講座を実施した。 

開 催 日 ①丸池荘町内会：2018年9月20日 

②なごや災害ボランティア連絡会：2018年11月1日 

③名古屋市中区社会福祉協議会：2019年1月29日 

参 加 者 数 ①30名 ②30名 ③11名 

 

イ 市民レベルでの普及啓発活動の実施 

防災啓発事業や地域のイベント等の参加者を対象に、「やさしい日本語」の考え方

や有用性の普及啓発に努めた。 

 

  



 

 

９ 調査研究事業 

（１）地域の国際化推進に係る調査・分析・提案 

「名古屋市内の日本語学校等運営状況調査」 

名古屋市内の全日本語学校及び大学の留学生別科を対象として、国別在籍学生数、

卒業後の進路や留学生への情報提供・相談内容、学生寮の有無、定期健康診断の実施

状況等のアンケート調査を行い、報告書を名古屋市に提出した。 

 

１０ 多文化共生推進月間に併せた事業 

（１）ライブラリー特別企画【再掲】 

 

（２）絵本のひろば【再掲】 

 

（３）名古屋に暮らす外国人によるお話会 

外国人市民から母国の文化や日本での暮らしについて話を聞き、多様な文化をもつ

人々とともにある日々の暮らしの中で自分にできること、多文化共生をすすめるため

に必要なことを考える機会として、NIC地球市民教室の登録講師3名によるお話会「NIC

“まるかるタウン”ナビ」を開催した。 

講師：崔 丹 氏（中国） 

ホ ティ ツ タオ 氏（ベトナム） 

フィリップ ハムイ 氏（シリア） 

開 催 日 2018年8月5日 

参 加 者 数 36名（定員40名） 

 

  



 

 施設管理運営業務  

 

名古屋市との管理運営協定に基づき、同市の公の施設である「名古屋国際センター」の指定

管理者として、貸し施設（ホール、展示室、会議室、研修室、和室）の供用及び施設の維持管

理等を行った。 

また、平成 24年度末から実施しているホール（平日）及び和室の料金の 30％値下げ及び「ホ

ール設営サポーター制度」を引き続き実施した。平成 27年度から導入した「インターネット

予約システム」の利用者 ID登録の普及を進めるとともに、全国規模の貸し施設ポータルサイ

トへの情報掲載や広告付きのポケットティッシュの製作・配布等により、利用率の向上に努め

た。 

 

施設名 利用率 

ホ ー ル 40.3% 

会 議 室（6） 66.8% 

第一会議室 47.2% 

第二会議室 70.0% 

第三会議室 75.3% 

第四会議室 66.1% 

第五会議室 70.8% 

第六会議室 71.1% 

和 室 34.7% 

展 示 室（3） 56.4% 

第一展示室 58.8% 

第二展示室 55.0% 

第三展示室 55.4% 

研 修 室（3） 66.3% 

第一研修室 66.6% 

第二研修室 62.7% 

第三研修室 69.5% 

計 60.3% 

 

Ⅱ 自主事業 

 

１ NICグローバルユース育成事業 

（１）グローバルユースデー2019 

グローバルに活躍する若者団体13団体によるプレゼンテーションや、社会人ゲスト3

人を招いてトークセッション、参加者同士の交流を通して地球規模の課題解決のため

に行動するきっかけをつくった。 

開 催 日 2019年3月16日 

参 加 者 数 108名 

 

（２）「光るエコ消しゴム作り体験とカンボジア支援報告会」（共催事業） 

光るエコ消しゴムづくりのワークショップ等を通して、高校生が取り組む「ものづ

くりを通した社会貢献」の活動を紹介した。 

開 催 日 2018年12月22日 

参 加 者 数 18名 

主 催 岐阜県立岐阜工業高等学校化学研究部 

（NIC Global Youth Award 2017受賞団体） 

 

  



 

２ NIC防災サポーターの養成 

平成 30 年度は制度設計及び NIC 防災サポーターの募集・説明会を 2019 年 2 月 3 日に行

った。 

 

３ “世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局の運営 

（１）“世界寺子屋運動”書き損じはがきキャンペーンの推進 

名古屋国際センターの国際協力ボランティアと協力して、書き損じはがき回収、整

理、資金化を行った。団体からの大口の寄附については、年間 3回の贈呈式を実施し

た。また、広報・周知活動を拡充するため、イベントでのブース出展の際に、支援の

必要性と方法を効果的に伝える寺子屋クイズや非識字の体験を通して貧困や児童労働

等の世界の課題を知るワークショップを実施した。書き損じはがき回収枚数 90,374枚

（累計 4,494,729 枚）。 

 

（２）世界寺子屋運動推進協力会議の開催 

書き損じはがきキャンペーンの推進のため、年2回会議を開催した。 

＜第1回＞ 

・平成29年度事業報告及び収支決算 

・平成30年度事業計画及び収支予算 

・日本ユネスコ協会連盟の現地報告、名古屋実行委員会以外の団体等のPR活動 

 事例報告 

＜第2回＞ 

・年末年始における書き損じはがき(年賀状)の回収のお願い 

・平成30年度広報活動の実施結果について 

・各団体からのご報告 

・日本ユネスコ協会連盟職員による支援先の報告 

開 催 日 2018年6月26日、11月22日 

 

（３）“世界寺子屋運動”第 30次支援への参加 

(公社)日本ユネスコ協会連盟が行う“世界寺子屋運動”第30次支援先からカンボジ

ア、ネパール、アフガニスタンの3か国3団体の識字プロジェクトに支援金を送った。 

 

 

  

国名 団体名 プロジェクト名 

カンボジア (公社)日本ユネスコ協会連盟 

カンボジア事務所、 

シェムリアップ州教育局 

カンボジア・アンコール・寺

子屋プロジェクト 

ネパール ノンフォーマル教育ナショナ 

ルリソースセンター 

ネパール・ルンビニ・寺子屋

プロジェクト 

アフガニスタン (公社)日本ユネスコ協会連盟 

アフガニスタン事務所、 

アフガニスタン教育省識字局 

アフガニスタン寺子屋プロジ

ェクト 

ミャンマー ミャンマー識字リソースセン

ター（MLRC）、 

バゴー地方域・対象タウンシ

ップ教育局 

小・中学校退学青年向け継続

教育プロジェクト（EXCELプロ

ジェクト） 

 



 

（４）“世界寺子屋運動”活動報告会 

「2018 名古屋地協メーデーフェスティバル」「港区区民まつり」等のイベントにブ

ース出展し、支援先であるカンボジア、アフガニスタン、ネパールの最新活動報告を

パネルや写真の展示により行った。また「発見！体験！NIC地球市民キャンパス」(指

定管理事業)で活動紹介とともにワークシップを通して、非識字の現状を学び、国際協

力・貢献活動への意識を育む講座を実施した。 

開 催 日 2018年4月21日、6月3日、8月29日、11月3日、11月10日・11日、 

2019年3月16日 

 

４ 有識者による講演会 

センターの経営基本方針のひとつである「地球市民意識の醸成と活動の促進」を図ると

ともに、財団の活動を広く市民にPRすることを目的に、有識者による講演会を実施した。 

開 催 日 2019年3月2日 

講 師 田中 優子 氏（法政大学総長） 

テ ー マ 「江戸から学ぶ、グローバルな生き方とは」 

会 場 伏見ライフプラザ5階 鯱城ホール 

参 加 者 数 740名（定員700名） 

 

５ ワールド・コラボ・フェスタへの参加 

国際交流、国際協力、多文化共生をテーマに開催される「ワールド・コラボ・フェスタ」

に、ブース出展・ステージ出演をした。 

①ブース「届け！みんなの笑顔とメッセージ～カンボジア・ネパール・アフガニスタン 

     のことばでカード作り～」 

外国語のメッセージカードづくりを通し、読み書きできない気持ちを体験したり、各国

の識字率を塗り絵で示すワークショップを行った。 

②ブース「使ってみよう！『やさしい日本語』」 

「やさしい日本語」について楽しく学ぶ「NICやさしい日本語防災カルタ」やクイズを行

った。 

③ステージ NIC“衣”文化コレクション2018 

NIC地球市民教室の講師が民族衣装で登場し、衣装まつわるエピソード等を紹介した。 

開 催 日 2018年11月10日・11日 

会 場 オアシス21（名古屋市東区） 

 

６ 「世界のいただきます」をつくってみよう！ 

ニック・ニュースや子ども版ニック・ニュースに掲載される世界のレシピを用いた料理

を作り、様々な国の文化を知るとともに、外国人講師とのふれあい・交流を通して多文化

共生の必要性について学ぶ、親子対象の事業を2回実施した。 

①ブラジル料理 ②ペルー料理 

開 催 日 ①2018年8月18日 ②2019年2月2日 

参 加 者 数 ①15組41名 ②12組33名 

 

  



 

７ 第 33回外国人芸術作品展（共催事業） 

外国人ボランティアグループCJISとの共催により、プロ・アマ問わず、中部地域で活動

する25か国、80人の外国人芸術家が作品を発表する展覧会を開催し、芸術を通した国際交

流の場を設けた。 

開 催 日 2018年10月30日～11月4日 

参 加 者 数 延べ1,144名 

主 催 セントラル・ジャパン・インターナショナル・ソサエティ（CJIS） 

 

８ 多文化子どもサポート連絡会 

外国につながる子どもたちの教育に携わる教員、日本語指導員、ボランティア等がそれ

ぞれの教育現場で抱える問題を持ち寄り、情報・意見交換する場を提供した。 

開 催 日 2018年4月21日、6月16日、9月15日、10月13日、12月22日、2019年3月16日 

参 加 者 数 延べ72名 

 

９ 愛知大学との連携・協力事業 

愛知大学との連携により、同大学の教養課程において「現場の視点で考える国際協力、

国際交流、多文化共生」と題した講座（後期）を実施した。 

開 催 日 2018年9月18日・25日、10月2日・9日・16日・23日・30日、 

11月6日・13日・20日 

登 録 人 数 80名 

会 場 愛知大学 

 

１０ 名古屋市立大学との連携・協力事業 

（１） 名古屋市立大学 地域特色科目「多文化共生と国際貢献」 

国際交流・国際協力・多文化共生等の課題について、その現状や問題の所在、今後

の方向性等を座学やワークショップを通して分かりやすく解説することにより、日本

や地域の国際化について考える機会を提供した(全15回)。 

開 催 日 2019年4月13日・20日・27日、5月11日・18日・25日、6月1日・8日・15

日・22日・29日、7月6日・13日・20日・27日 

登 録 人 数 40名 

会 場 名古屋市立大学 滝子キャンパス 

 

（２） フォーラム「愛知県で生活する外国人の保健医療へのアクセスを考える」 

「愛知県で暮らす外国人の保健医療アクセス」に関する調査結果の報告及び関係者間

の情報交換を行った。 

開 催 日 2019年2月23日 

参 加 者 数 30名 

主 催 名古屋市立大学看護学部国際保健看護学 

 

  



 

１１ 関係機関・団体等との連携・協力事業 

（１） 難民映画祭 

世界的な課題である難民への理解を促すため、UNHCR駐日事務所、NPO法人UNHCR協会

と共催で、映画上映、トークイベント、支援団体等によるブース出展を行った。2日間

で5作品の上映と2回のトークイベントを実施した。 

開 催 日 2018年10月6日・7日 

参 加 者 数 788名 

主 催 国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所、（特非）UNHCR協会、

（公財）名古屋国際センター（3者共催） 

 

１２ 国際的施設誘致事業 

名古屋の国際化を推進するため、国際連合地域開発センター(UNCRD)はじめ国際機関を受

け入れた。 

 

１３ 賛助会員制度の運営 

地域に活動の輪を広げるとともに、民間の力を活用してより広範囲で有益な事業を運営

するために設けられた制度である。国際センターの趣旨に賛同し、事業及び運営への支援

をいただける個人・団体を募った。新規入会の記念品として、フェアトレード製品を準備

する等、賛助会員の獲得に努めた。 

会 費 

（1口 年額） 
①団体会員50,000円 ②個人正会員5,000円 ③個人学生会員1,500円 

会員期間 
①入会の翌月から1年間 

②③入会時期により、当該年度末または次年度末まで 

会 員 数 ①63団体 ②70名 ③6名 

 

１４ ウェブサイトのポルトガル語版「ナゴヤ・カレンダー」による情報提供 

地域のイベント情報、生活・行政情報等を届けるため、従来の冊子に代わり、ウェブサ

イトのポルトガル語版「ナゴヤ・カレンダー」による情報提供を 11 回行った。 

 

  



 

Ⅲ 国際留学生会館事業 

 

１ 宿泊事業 

（１）入居者の募集及び選考 

愛知県内の大学等に在籍する外国人留学生から入居者を募集し、入居者選考委員会

による選考を経て、191名(31か国・1地域、17大学)の留学生及び日本人チューター

に宿泊施設を提供した。 

 

（２）オリエンテーション等の実施 

入居と退去の際に必要な生活知識を紹介するオリエンテーションを年 2回(春期・秋

期の入居時)開催した。また、交通ルールに関する講習会や名古屋市内の観光名所等を

巡る 1日バスツアーを実施した。 

 

（３）歓迎会等の実施 

入居の留学生相互及び地域社会との親睦交流を図る歓送迎会を 2回実施した。 

 

２ 研修事業 

（１）留学生向け講座 

愛知県内の留学生を対象に、次の講座を開催した。 

ア 日本文化理解講座 

日本の伝統文化に触れる機会を提供するため、華道・茶道の講座を開催した。 

開 催 日 ①生け花：2018年 5月 18日～6月 22日（全 6回） 

②お茶：2018年 10月 12日～11月 16日（全 6回） 

参 加 者 数 ①11名（定員10名） ②10名（定員10名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

イ 就職支援事業 

日本での就職を希望する留学生を対象に、就職支援事業の一環として、情報提供や

相談対応を行ったほか、就職活動に役立つセミナーを開催した。 

開 催 日 ①留学生就職支援セミナーⅠ：2018年 7月 28日 

②留学生就職支援セミナーⅡ：2018年 11月 10日 

参 加 者 数 ①16名（定員20名） ②5名（定員10名） 

 

（２）日本文化紹介事業 

着物を通して、日本の伝統文化への理解をより深めるために着付け等の体験会を開

催した。 

開 催 日 ①ゆかた着付け体験会：2018年 6月 16日 

②十二単体験会：2018年 12月 1日 

参 加 者 数 ①20名（定員20名） ②51名（定員50名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

３ 情報提供・相談事業 

留学生の学業及び生活を支援するために、奨学金やアルバイト、日本語学習等の情報提

供と学業・生活上の各種相談を行った。 



 

４ 交流事業 

（１）日本人向け講座の開催 

愛知県内在住・在勤（在学）の日本人を対象に、次の講座を開催した。 

ア 外国語講座 

留学生を講師とする言語・文化紹介講座（前期：①フランス語初級会話（月曜クラ

ス）、②英語初級会話（水曜クラス）／後期：③韓国語会話（月曜クラス）、④英語初

級会話（水曜クラス））を開催し、留学生と県民・市民との交流の場を提供した。そ

の他、国際留学生会館在住の留学生を支援する会主催の外国語講座(英語初級会話

2019年 2月 13日～3月 6日)を共催で開催。 

開 催 日 ①2018年 5月 14日～6月 18日（全 6回） 

②2018年 5月 17日～6月 21日（全 6回） 

③2018年 10月 15日～11月 19日（全 6回） 

④2018年 10月 17日～11月 21日（全 6回） 

参 加 者 数 ①33名（定員 40名） ②44名（定員 40名）③17名（定員 40名） 

④37名（定員 40名） 

共 催 国際留学生会館在住の留学生を支援する会 

 

（２）登録ボランティア制度の活用 

ア 交流サポートボランティア 

留学生の日常生活を支援する交流ボランティアに 7名が登録し、文化交流会等様々

な行事を企画・開催した。 

開 催 日 ①春の新入生歓迎パーティー：2018年 4月 14日 

②海の日流しそうめん＆花火観賞：2018年 7月 16日 

③陶芸づくり体験：2018年 9月 23日 

④秋の新入生歓迎パーティー：2018年 10月 11日 

参 加 者 数 ①78名 ②62名 ③28名 ④84名 

 

イ 日本語サポートボランティア 

「入門」「初級」「中級」「検定対策」の日本語学習会を開催する日本語ボランティ

アに 19名が登録し、留学生を対象に毎週土曜日に開催した。受講者総数は延べ 711

名。 

 

（３）地域住民等との交流 

愛知県内の団体や地域住民の要望により、会館留学生と住民等との交流を行ったほ

か、筏師一本乗り、町内会子供神輿、お茶会、餅つき等の日本の伝統文化に触れる機

会を通して留学生と市民との相互理解を深める交流を行った。 

延べ 1,838名（うち留学生 856名）が参加した。 

開 催 日 ①交流パーティー：2018年 7月 6日 

②瑞穂区民まつり「留学生との交流体験」：2018年 8月 4日 

③秋の日帰りバスツアー（彦根城、琵琶湖）：2018年 10月 27日 

④名古屋港見学会：2018年 11月 15日 

⑤年忘れもちつき大会：2018年 12月 19日 

参 加 者 数 ①136名（43名） ②300名（10名） ③47名（29名） 

④32名（19名） ⑤60名（31名） ⑥その他 1,263名（724名） 

（ ）は留学生の内数 



 

 

５ 会館元入居者のネットワーク化促進事業 

会館の元留学生が留学中に培った交流の絆を維持し、将来的に経済・文化の両面におい

て、本国と名古屋との友好関係、名古屋の国際化、多文化共生へのより積極的な寄与に繋

げられる仕組みづくりに努めるため、メールマガジンの送信及び現状調査の実施やフェイ

スブックの公式ページの活用を通じて、ネットワークの活性化を図るための取り組みに努

めた。なお、国際留学生会館フェイスブック公式ページの登録者数は 277名。 

 

６ 居住留学生の地域貢献活動 

大地震等大規模災害が発生した際に、被災外国人のために生活情報等を翻訳する「災害

語学ボランティア」に 44名が登録した。 

 

７ 国際留学生会館の維持管理等 

国際留学生会館の施設の維持管理を行った。 

 

  



 

3）役員会等に関する事項 

 

１ 評議員会の開催 

 

  第 1回評議員会  表決日  2018年 5月 9日 

  （書面表決）  議 案  監事の選任 

 

  第 2回評議員会  開 催 日  2018年 6月 28日 

     議 案  平成 29年度決算 

       役員の辞任及び選任 

       新理事長の報酬額の決定 

 

  第 3回評議員会  表 決 日  2018年 8月 1日 

  （書面表決）  議 案  理事の選任 

 

  第 4回評議員会  表決日  2018年 9月 1日 

  （書面表決）  議 案  理事の選任 

 

  第 5回評議員会  開催日  2019年 3月 13日 

     議 案  役員の辞任 

       公益財団法人名古屋国際センター 

       名古屋市退職者役員の業績評価及び 

       平成 31年度年間報酬額の決定 

 

  第 6回評議員会  表決日  2019年 3月 30日 

  （書面表決）  議 案  理事の辞任及び選任 

 

 

２ 理事会の開催 

 

  第 1回理事会  開催日  2018年 6月 8日 

     議 案  平成 29年度事業報告及び決算 

       平成 30年度第 2回評議員会の開催 

 

  第 2回理事会  表決日  2018年 6月 29日 

  （書面表決）  議 案  理事長の選定 

 

  第 3回理事会  開催日  2019年 2月 22日 

     議 案  平成 31年度事業計画書等 

       役員等の辞任 

       平成 30年度第 5回評議員会の開催 


